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１ 調査の概要 

 市民の食料や食育、農業、交流に関する意識や取り組み状況等を把握し、新たな

計画を策定するための基礎資料とすることを目的として、下記の３種類のアン

ケート調査を実施しました。 

 

  

 一般市民アンケート 農業者アンケート 小中高生アンケート 

調 査 地 域 安城市全域 

調 査 対 象 18 歳以上の市民 

市内で農業を経営する 

ａ）認定農業者及び 

ｂ）耕作者 

市内小学校、中学校、高等

学校の児童・生徒 

標 本 サ イ ズ 

・ 抽 出 方 法  

住民基本台帳より 
2,000 人を 
無作為抽出 

ａ：市所有名簿から 
全数（130 人）、 

ｂ：農地台帳から耕作面積
が 1000 ㎡以上の人を
抽出し、その中から無
作為に 870 人を抽出 

 計：1,000 人 

５小学校５年生 425 人 
８中学校２年生 369 人 
２高等学校２年生 391 人 
 計：1,185 人 

調 査 方 法 
郵送配布・郵送回収 

及び Web 調査 
郵送配布・郵送回収 学校での配布・回収 

調 査 期 間 令和４年２月８日～２月 28 日 

有 効 回 収 数  

（有効回収率） 

850（42.5％） 
（紙：679、 

Web：171） 

530（53.0％） 
（ａ：76（58.5％）、 
 ｂ：454（52.2％）） 

1,185（100.0％） 
（小：425、中：369、 
 高：391） 

主な調査項目 

＜全 46 問＞ 

○食料・食生活について 
・食生活で気になる点 

・朝食の摂取状況 
・一週間の食生活 
・共食の状況 

・栄養バランスへの配慮 
・食育への関心 
・産直市等の利用頻度 

・地産地消の認知度 
・市の特産品の認知度 
・食育の取組の認知度 

・郷土料理への関心度 
・郷土料理の認知度 
・食品の安全性の評価 

・購入時の産地の意識 
・食品ロスの認知度 

○農業について 

・多面的機能の認知度 
・市の農業の課題 
・課題に必要な施策 

○交流について 
・食育講座等の参加状況 
・農業体験等の実施経験 

○農地や農村との関わり 
・農地の所有状況 
・農地の減少傾向の評価 

・今後の関わりの意向 
・交流等への参加意向 

＜全 21 問＞ 

○世帯及び農業経営の現状 
・世帯区分 

・農業従事者の年齢構成 
・耕作農地・所有農地面積 
・耕作作目 

・農畜産物の販売方法・販売金額 
・経営上重視すること 

○今後の農業経営について 

・今後の農業経営の意向 
・経営上の問題点 
・販路の変更・拡大の希望 

・スマート農業等の導入意向 
・後継者の有無 
・担い手確保に必要な取組 

・農福連携の意向 
○安城市の農業振興について 
・農地の減少傾向の評価 

・農業継続に必要な支援 

＜全 27 問＞ 

○食生活について 
・食生活で気になる点 

・朝食の摂取状況 
・一週間の食生活 
・起床時間・就寝時間 

・食事の時間の楽しさ 
・食事のあいさつの実施 

○食育について 

・食育への関心 
・家で学んだ食事マナー 

○農業について 

・農作業・農業体験の実施状況 
と今後の意向 

・地産地消の認知度 

・市の特産品の認知度 
○環境について 
・食品ロスの認知度 

○郷土料理について 
・郷土料理の認知度 

○給食について 

・給食の時間の楽しさ 
・給食を残す状況 
・給食の地産の認知度 
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件数 R3調査=570 （％）
　　　 H28調査=570

栄養バランスのとれた食事な
ど健康づくりのための食生活

生活習慣病（がん、糖尿病等）
の予防のための食生活

食品の安全性に関すること

食べ残しや食品廃棄に関する
こと

子どもの心身の健全な発育の
ための食生活

自然の恩恵や食に対する感
謝の念に関すること

食料の海外依存に関すること

有機農業など自然環境と調和
した食料生産に関すること

食育の学びや体験に関するこ
と

食にまつわる地域の文化や伝
統に関すること

消費者と生産者の交流に関す
ること

その他

無回答

特にない
※

※「特にない」はH28調査のみ

76.1 

56.7 

50.7 

45.8 

42.5 

24.2 

18.9 

18.1 

15.3 

14.2 

7.2 

1.8 

73.7 

56.1 

60.2 

41.4 

53.0 

32.5 

17.7 

23.5 

16.8 

14.0 

9.8 

0.9 

0.9 

0.2 

0 20 40 60 80

R3調査

H28調査

２ 調査結果の概要 

 調査結果からわかる市民、農業者の意識や取り組み状況の主な特徴は以下のと

おりです。（※見出しの【 】は調査種別を示しています。） 

 

＜食育への関心＞【一般市民】【小中高】 

食育に関心がある人は 67％、特に「健康づくりのための食生活」「生活習慣病予

防のための食生活」を重視 

 市民の食育への関心度は 67％で、３人のうち２人が関心を持っています。その

内容としては「栄養バランスのとれた食事など健康づくりのための食生活」「生

活習慣病の予防のための食生活」が多くあげられており、栄養と疾病予防への関

心が高いことがわかります。また、児童・生徒の食育への関心度は、小学生 65％、

中学生 54％、高校生 45％と、学年が上がるほど低くなっています。 

 

 

食育への関心度                    食育について関心があること 

                                   【一般市民】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〔凡例〕

（％）

件数

R3調査 850

H28食育調査 859

25.5 

26.5 

41.5 

47.1 

17.5 

13.4 

6.2 

4.3 

7.3 

7.3 

1.9 

1.3 

関心がある
どちらかと

いえばある

どちらかと

いえばない
関心がない わからない 無回答

【小学校】 件数

R3調査 425

H28食育調査 414

22.4 

14.0 

42.6 

35.3 

13.2 

12.8 

3.1 

6.0 

17.2 

31.2 

1.6 

0.7 

【中学校】

R3調査 369

H28食育調査 386

16.8 

7.5 

37.4 

27.2 

21.7 

21.0 

7.0 

17.1 

15.4 

26.9 

1.6 

0.3 

【一般市民】 

【高等学校】

R3調査 391

H28食育調査 394

14.8 

5.3 

30.2 

24.9 

19.7 

29.9 

10.0 

22.8 

24.0 

16.5 

1.3 

0.5 
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〔凡例〕

（％）

件数

R3調査 850

H28食育調査 859

79.9 

84.2 

3.1 

4.7 

5.4 

2.4 

2.6 

3.1 

8.6 

4.1 

0.5 

1.5 

毎日

食べている

週に

５～６日

週に

３～４日

週に

１～２日

ほとんど

食べない
無回答

【小学校】 件数

R3調査 425

H28食育調査 414

81.6 

86.7 

10.4 

7.5 

3.3 

1.9 

1.4 

1.7 

2.6 

1.7 

0.7 

0.5 

【中学校】

R3調査 369

H28食育調査 386

76.2 

80.3 

12.2 

7.8 

3.3 

5.2 

1.4 

1.3 

6.2 

4.7 

0.8 

0.8 

【高等学校】

R3調査 391

H28食育調査 394

70.6 

71.8 

11.8 

11.9 

3.6 

5.1 

3.6 

3.3 

10.0 

7.6 

0.5 

0.3 

＜朝食を食べる頻度＞【一般市民】【小中高】 

朝食の欠食がみられ、原因に生活習慣との関連が考えられる 

 朝食をほとんど食べない人が、小学生 2.6％、中学生 6.2％、高校生 10.0％、

市民 8.6％と一定の割合でみられます。食べない理由として、中学生・高校生で

「時間がない」、市民で「いつもの習慣だから」が最も多くあげられており、体

調や減量意向等ではなく生活習慣による欠食が多いことが特徴です。就寝時間

の遅れ等が朝食の欠食につながっている可能性も考えられることから、健康的

な生活習慣を周知し、改善を呼びかけていく必要があります。 

 

 

朝食を食べる頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【一般市民】 
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件数 R3調査=167 （％）

　　　 H28調査=97

いつもの習慣だから

時間がないから

食欲がないから

仕事などで時間が不
規則だから

減量（ダイエット）のた

め

用意されてないから

その他

無回答

26.3 

21.6 

19.2 

8.4 

8.4 

2.4 

9.0 

4.8 

27.8 

24.7 

20.6 

12.4 

3.1 

3.1 

4.1 

4.1 

0 10 20 30

R3調査

H28調査

【小学校】
件数 R3調査=11 （％）

　　　 H28調査=7

食欲がない

時間がない

食べる習慣がない

作ってもらえない

太りたくない

その他

90.9 

27.3 

9.1 

18.2 

14.3 

71.4 

28.6 

0 20 40 60 80 100

R3調査

H28食育調査

【中学校】
件数 R3調査=23 （％）

　　　 H28調査=18

時間がない

食欲がない

食べる習慣がない

作ってもらえない

太りたくない

その他

73.9 

60.9 

26.1 

8.7 

4.3 

38.9 

33.3 

16.7 

5.6 

0 20 40 60 80

R3調査

H28食育調査

【高等学校】
件数 R3調査=39 （％）

　　　 H28調査=30

時間がない

食欲がない

食べる習慣がない

作ってもらえない

太りたくない

その他

59.0 

53.8 

35.9 

12.8 

7.7 

7.7 

53.3 

46.7 

26.7 

16.7 

6.7 

0 20 40 60 80

R3調査

H28食育調査

〔凡例〕

（％）

午後９時前
午後９時

～10時

午後10時

～11時

午後11時

～午前０時

午前０時

以降
無回答

【小学校】 件数

R3調査 425

H28食育調査 414

12.2 

12.1 

43.3 

50.7 

33.2 

28.0 

8.2 

6.3 

2.8 

1.6 

0.2 

1.2 

【中学校】

R3調査 369

H28食育調査 386

1.6 

2.6 

8.4 

16.6 

30.4 

35.2 

33.3 

30.3 

24.9 

14.8 

1.4 

0.5 

【高等学校】

R3調査 391

H28食育調査 394

1.8 

1.5 

4.9 

4.1 

17.6 

19.5 

33.2 

40.1 

42.2 

34.0 

0.3 

0.8 

朝食を食べない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就寝時間【小中高】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【一般市民】 
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〔凡例〕

（％）

件数

R3調査 850

H28調査 818

9.9 

14.9 

19.5 

46.7 

51.8 

29.2 

16.5 

8.4 

2.4 

0.7 

感じている
多少は

感じている

あまり感じ

ていない
感じていない 無回答

〔凡例〕

（％）

件数

R3調査 850

H28調査 818

32.4 

60.5 

32.7 

29.2 

25.3 

5.7 

6.6 

3.2 

3.1 

1.3 

感じている
多少は

感じている

あまり感じ

ていない
感じていない 無回答

件数 R3調査=850 （％）

　　　 H28調査=859

国産を意識して購入し

ている

愛知県産を意識して

購入している

安城市産を意識して
購入している

あまり意識していない

まったく意識していな

い

その他

無回答

64.5 

18.4 

12.6 

23.9 

6.6 

1.9 

0.9 

64.4 

23.5 

21.8 

19.3 

7.2 

2.0 

1.6 

0 20 40 60 80

R3調査

H28食育調査

＜食品の安全性に対する意識＞【一般市民】 

国産食品の安全性への信頼度は高いが、購入時の地元産への意識は低い 

 食品の安全性について、国産品に不安を感じる人は 29％、輸入品に不安を感じ

る人は 65％となっており、国産品への信頼度が高くなっています。農産物等購

入の際の産地の意識についても、国産を意識する人が６割以上と高くなってい

ますが、一方、愛知県産を意識する人は２割弱、安城市産を意識する人は１割強

と、地元産への意識は低い状況となっています。 

 

 

食品の安全性に対する不安の状況 

    ①国産品 

 

 

 

 

 

    ②輸入品 

 

 

 

 

 

 

産地を意識した農産物等購入の状況 
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〔凡例〕

（％）

件数

R3調査 850

H28調査 818

39.8 

37.2 

44.8 

42.2 

4.8 

7.9 

1.4 

2.2 

8.0 

8.7 

1.2 

1.8 

言葉も

意味もよく

知っている

言葉も知って

いるし、意味も

大体知っている

言葉は知って

いるが、意味は

あまり知らない

言葉は知って

いるが、意味は

知らない

言葉も

意味も

知らない

無回答

（％）
件数=850

地元産であることの表示

安い価格での提供

販売店での地元産コー

ナーの設置

病院・施設や学校給食な
どでの積極的な活用

年間を通じた安定的な品
揃え

地元農産物を使った加工
食品の開発

生産者から直接取引きで
きるシステムづくり

ブランド化の推進とＰＲ

地元生産者との交流

その他

無回答

68.5 

60.4 

37.5 

34.4 

32.2 

21.3 

16.9 

16.2 

5.4 

1.6 

1.6 

0 20 40 60 80

＜地産地消の認知度＞【一般市民】 

地産地消の認知度は８割以上と高く、推進には「地元産であることの表示」「安い

価格での提供」が必要 

 地産地消の認知度は 85％と高くなっており、市民の多くに言葉と意味が知られ

るところとなっています。地産地消の推進に必要なこととしては「地元産である

ことの表示」「安い価格での提供」が多くあげられており、地元産であると識別

可能な食品を安く買えることが求められていることがわかります。 

 

 

地産地消の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

地産地消の推進に必要なこと 
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＜農作業や農業体験の状況＞【一般市民】【小中高】 

小中高生は学校等での農業体験が多いが、市民の過半数が未経験 

 農作業・農業体験について、小中高生で野菜づくりの経験がある人は約９割い

るなど、過半数の人が米・野菜・果物づくりの経験があり、主に学校が重要な

体験の場となっています。また、今後も体験したい人の割合が体験したくない

人を概ね大きく上回っています。一方、市民で農作業や農業体験をしたことが

ない人は 53％と半数を超えており、学校の場以外にもこうした体験の機会を

継続的に提供することが重要であると考えられます。 

 

 

農作業・農業体験の実施経験の有無と今後の実施意向【小中高】 

 

（単位：％、ｎ＝小学校 425、中学校 369、高等学校 391） 

①米づくり 
【経験の有無】 【今後の実施意向】 

ある したい どちらともいえない したくない 

小学校 83.5 44.0 35.5 8.5 

中学校 59.6 15.4 40.7 17.3 

高等学校 68.0 17.9 46.3 15.6 

 

②野菜づくり 
【経験の有無】 【今後の実施意向】 

ある したい どちらともいえない したくない 

小学校 87.5 53.4 28.7 6.4 

中学校 87.3 30.4 43.4 14.1 

高等学校 93.6 35.8 45.5 9.2 

 

③果物づくり 
【経験の有無】 【今後の実施意向】 

ある したい どちらともいえない したくない 

小学校 69.4 56.7 16.2 4.0 

中学校 55.6 36.3 28.7 5.1 

高等学校 60.6 36.3 32.5 5.4 

 

④加工食品 
づくり 

【経験の有無】 【今後の実施意向】 

ある したい どちらともいえない したくない 

小学校 51.8 48.9 18.1 4.2 

中学校 45.8 35.2 25.2 6.5 

高等学校 49.1 39.4 27.1 4.3 
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件数 小学校=355

　　　 中学校=220 （％）

　　　 高等学校=266

家

学校

イベント会場など

その他

無回答

7.3 

93.8 

6.5 

7.9 

9.1 

79.5 

10.0 

9.1 

0.5 

9.0 

86.5 

9.4 

3.4 

0.4 

0 20 40 60 80 100

小学校

中学校

高等学校

件数 小学校=372

　　　 中学校=322 （％）

　　　 高等学校=366

家

学校

イベント会場など

その他

無回答

50.3 

58.6 

9.9 

19.6 

41.0 

65.2 

9.6 

10.6 

0.3 

35.5 

86.1 

5.2 

4.1 

0 20 40 60 80 100

小学校

中学校

高等学校

件数 小学校=295

　　　 中学校=205 （％）

　　　 高等学校=237

家

学校

イベント会場など

その他

無回答

46.1 

11.5 

41.4 

21.4 

0.3 

41.0 

14.1 

41.0 

15.1 

31.2 

48.9 

24.9 

7.2 

0 20 40 60

小学校

中学校

高等学校

件数 小学校=220

　　　 中学校=169 （％）

　　　 高等学校=192

家

学校

イベント会場など

その他

無回答

51.8 

1.4 

50.0 

10.0 

42.6 

14.8 

46.2 

7.1 

45.3 

22.4 

41.7 

6.8 

0.5 

0 20 40 60

小学校

中学校

高等学校

〔凡例〕

（％）

件数

R3調査 850

H28食育調査 859

9.8 

12.0 

28.5 

28.6 

5.5 

13.9 

53.2 

43.2 

3.1 

2.3 

している
していた

ことがある

体験事業などには

参加したことがある

行ったこと

がない
無回答

農作業・農業体験を実施した場所【小中高】 

 

①米づくり                  ②野菜づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③果物づくり                 ④加工食品づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農作業や農業体験の実施状況【一般市民】 
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件数 R3調査=850 （％）
　　　 H28調査=818

品質や鮮度がよく、おいしい
食料を供給すること

生産段階の安全性や衛生管
理を確保し、できるだけ安全
な食料を供給すること

輸入に頼らないでよいよう
に、より多くの食料を生産す
ること

食料供給力を確保し、できる
だけ安定的に食料を供給す
ること

環境に配慮した生産手法で
できるだけ自然に悪影響を
与えず食料を供給すること

生産コストを引き下げ、より
安い食料を供給すること

消費者のニーズに対応でき
る多種多様な食料を供給す
ること

その他

特にない

無回答

74.0 

51.5 

50.0 

40.4 

33.1 

32.9 

19.5 

2.8 

2.6 

0.5 

77.4 

52.1 

39.2 

41.4 

30.7 

36.7 

20.8 

2.2 

3.1 

2.0 

0 20 40 60 80 100

R3調査

H28調査

＜農業に期待すること＞【一般市民】 

農業に期待することは「品質がよくおいしい食料」「安全な食料」の供給 

 農業に期待することとしては、「品質や鮮度がよく、おいしい食料を供給する

こと」が最も多くあげられ、次いで「生産段階の安全性や衛生管理を確保し、

できるだけ安全な食料を供給すること」が多くなっており、食の安全性を確保

した、良質な食料の提供に期待が大きいことがわかります。 

 

 

農業に期待すること 
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〔凡例〕

（％）

件数

全　体 53039.6 7.0 20.4 23.4 5.8 3.8 

現状のまま

維持したい
拡大したい 縮小したい

農業を

やめたい
その他 無回答

【農業者区分】

認定農業者 76

耕作者 454

34.2 

40.5 

34.2 

2.4 

22.4 

20.0 

6.6 

26.2 

2.6 

6.4 4.4 

（％）

件数=232

担い手や集落営農な
どに貸したい

農地を売りたい

農地以外に転用した

い

遊休化して荒れても
仕方がない

借入地であり、返却す

る

その他

まだ考えていない

無回答

51.7 

28.0 

20.3 

7.3 

6.5 

3.9 

15.1 

3.9 

0 20 40 60

＜経営の拡大・縮小意向＞【農業者】 

農業経営の縮小や離農意向は、認定農業者 29％、耕作者46％ 

 農業経営の拡大・縮小意向について、認定農業者以外の農業者（耕作者）では「縮

小したい・やめたい」が 46％で「維持・拡大したい」（43％）を上回っていま

す。また、認定農業者においても「維持・拡大したい」（68％）が過半数を占め

るものの「縮小したい・やめたい」も 29％と多くなっています。耕作しなくな

る農地は「担い手や集落営農などに貸したい」との意見が多くなっており、意欲

のある担い手への農地の集中が重要です。 

 

 

農業経営の拡大・縮小の意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耕作しなくなる農地の措置 
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（％）
件数=530

農業を行う人材が不足している

農畜産物の販売価格が低い（収入
が少ない）

労働時間が長い（休暇が少ない）

機械・設備が不十分である

資金が不足している

地産地消などの消費者の地元農
産物への理解が不足している

農地が不足している

環境に配慮した農業に関する情報
が不足している

消費者ニーズなど市場動向に関す
る情報が不足している

農畜産物の販路がない

その他

無回答

43.6 

36.8 

18.9 

18.3 

12.6 

9.2 

6.4 

5.8 

3.8 

3.6 

14.5 

13.8 

0 20 40 60
件数 認定農業者=76 （％）
　　　 耕作者=454

農業を行う人材が不足している

農畜産物の販売価格が低い（収入
が少ない）

労働時間が長い（休暇が少ない）

機械・設備が不十分である

資金が不足している

地産地消などの消費者の地元農
産物への理解が不足している

農地が不足している

環境に配慮した農業に関する情報
が不足している

消費者ニーズなど市場動向に関す
る情報が不足している

農畜産物の販路がない

その他

無回答

40.8 

75.0 

44.7 

34.2 

32.9 

17.1 

28.9 

2.6 

7.9 

9.2 

13.2 

2.6 

44.1 

30.4 

14.5 

15.6 

9.3 

7.9 

2.6 

6.4 

3.1 

2.6 

14.8 

15.6 

0 20 40 60 80

認定農業者

耕作者

＜経営の課題、経営継続に必要な支援策＞【農業者】 

農業経営上の課題は「人材不足」「農畜産物の販売価格の低さ」、継続に必要な支

援策は「後継者の育成や担い手の支援」「農地周辺の住民が農業への理解を深める

こと」 

 農業者が経営上感じている問題としては「農業を行う人材が不足している」「農

畜産物の販売価格が低い（収入が少ない）」が多くあげられ、さらに、認定農業

者では「労働時間が長い（休暇が少ない）」が多くあげられており、人材不足の

解消と農業収入の増加、労働環境の改善が大きな課題となっています。 

 農業継続に必要な支援策としては「農業にたずさわる後継者の育成や担い手を

支援すること」「農地周辺の住民が農業への理解を深めること」が多くあげられ

ており、人材不足への支援に加え、農業への理解促進も求められています。 

 

 

農業経営上で感じている問題 
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（％）
件数=530

農業にたずさわる後継者の育

成や担い手を支援すること

農地を保全するために、税制面

での優遇を図ること

農地周辺の住民が農業への理
解を深めること

農地を地域全体で守っていくこ
と

農業者へ農業機械・施設等の
導入、設置を支援すること

耕作放棄地などの使われてい
ない農地を減らすこと

地域でとれた農畜産物をできる

だけ地域内の住民が購入し、消
費すること

小・中学校の授業で地域の農

業について学習する機会を増や
すこと

直売所や共同販売所を整備す

ること

市民農園や農業イベントなどを
通じて地域住民が農業にふれ

る機会を増やすこと

安城市産品のブランド化や市内

外へＰＲすること

農業の六次化（農業者が生産、
加工、流通・販売まで関わるこ

と）を支援すること

農薬使用量を削減する等、環境
に配慮した農業を推進すること

その他

無回答

39.6 

39.1 

36.2 

32.6 

32.6 

29.8 

28.7 

27.9 

22.3 

21.3 

21.1 

17.0 

16.0 

5.7 

8.7 

0 10 20 30 40
件数 認定農業者=76 （％）
　　　 耕作者=454

農業にたずさわる後継者の育

成や担い手を支援すること

農地を保全するために、税制面

での優遇を図ること

農地周辺の住民が農業への理
解を深めること

農地を地域全体で守っていくこ
と

農業者へ農業機械・施設等の
導入、設置を支援すること

耕作放棄地などの使われてい
ない農地を減らすこと

地域でとれた農畜産物をできる

だけ地域内の住民が購入し、消
費すること

小・中学校の授業で地域の農

業について学習する機会を増や
すこと

直売所や共同販売所を整備す

ること

市民農園や農業イベントなどを
通じて地域住民が農業にふれ

る機会を増やすこと

安城市産品のブランド化や市内

外へＰＲすること

農業の六次化（農業者が生産、
加工、流通・販売まで関わるこ

と）を支援すること

農薬使用量を削減する等、環境
に配慮した農業を推進すること

その他

無回答

42.1 

53.9 

57.9 

52.6 

60.5 

23.7 

36.8 

38.2 

13.2 

14.5 

34.2 

17.1 

17.1 

6.6 

2.6 

39.2 

36.6 

32.6 

29.3 

28.0 

30.8 

27.3 

26.2 

23.8 

22.5 

18.9 

17.0 

15.9 

5.5 

9.7 

0 20 40 60 80

認定農業者

耕作者

 

市での農業継続に必要な支援策 
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（％）
件数=850

地産地消の推進

農業経営の後継者、農業者
の確保

食料自給率の向上

食料の安全性の確保

農業経営の安定（収益性の
向上等）

食育の推進

気候変動等の自然災害への
対応

消費者の信頼性の確保

環境の保全

農業生産の振興

外国産農産物の輸入量増加
等による売上の減少対策

農地の確保

農村の総合的な振興

農業用水の確保

市内における農業者と消費
者の交流の推進

その他

無回答

47.2 

46.4 

35.9 

34.1 

32.2 

20.7 

18.9 

18.2 

15.1 

14.1 

12.6 

12.5 

8.9 

8.1 

7.5 

6.0 

4.1 

0 20 40 60
（％）

件数=850

産地直売や地場農産物の普
及推進

新規就農者への支援

農業者の経営支援（機械・施
設の老朽化対策等）

食育の推進（食育教室開
催、食生活の改善促進等）

環境に配慮した農業施策の
推進（農薬使用量の削減等）

農作業の効率化促進（ＩＣＴな
ど最先端技術の導入等）

農業研修事業の推進

農業経営体の育成（認定農
業者の育成等）

主要品目（米・麦・大豆等）の
品質及び生産性の向上

気候変動等に適応するため
の支援（災害対策等）

農地の改良支援

農業に関する幅広い情報の
提供や発信

優良農地確保のための計画
的な土地利用推進

農業者への農地の利用集積
促進（ほ場の大型化等）

グローバル化の推進（農産
物の輸出等）

農業団体等への支援

農業用水の確保（農業用水
の安定供給）

郷土景観形成支援（文化財
保存や景観作物への支援）

その他

無回答

53.5 

45.8 

34.0 

23.9 

20.6 

20.1 

19.5 

18.7 

18.6 

18.4 

13.5 

13.5 

12.5 

11.9 

11.3 

10.6 

10.0 

4.6 

5.1 

5.3 

0 20 40 60

＜農業の課題、必要な支援策＞【一般市民】 

市の農業の課題は「地産地消の推進」「農業経営の後継者、農業者の確保」、必要な

施策は「産地直売や地場農産物の普及推進」「新規就農者への支援」 

 市民が感じている安城市の農業の課題としては「地産地消の推進」「農業経営の

後継者、農業者の確保」が多くあげられています。 

 課題の対策に必要な施策としては「産地直売や地場農産物の普及推進」「新規就

農者への支援」が多くあげられており、地産地消の推進や農業経営に対する施策

が期待されています。 

 

 

市の農業の課題               市の農業の課題の対策に必要な施策 
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件数 認定農業者=76 （％）
　　　 耕作者=454

開発の目的を問わず農地を
守るべき

公共の利益に資する目的で
あればやむを得ない

地域経済の活性化に資する
目的であればやむを得ない

目的を問わず積極的に開発
するべき

わからない

無回答

42.1 

46.1 

23.7 

7.9 

11.8 

1.3 

21.8 

46.0 

36.8 

11.5 

15.2 

6.2 

0 20 40 60

認定農業者

耕作者

＜農地減少への考え＞【一般市民】【農業者】 

農地保全に対する市民・農業者の高い意向  

 安城市の農地が減少傾向にあることについて、市民、農業者ともに「公共の利益

に資する目的であればやむを得ない」が最も多くあげられています。また、目的

を問わず積極的に開発するべき」と回答したのは市民 3.5％、農業者 10.9％に

とどまっており、農地保全に対する市民・農業者の高い意向が伺えます。 

 

 

市の農地の減少傾向に対する考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）
件数=850

開発の目的を問わず農地を
守るべき

公共の利益に資する目的で
あればやむを得ない

地域経済の活性化に資する
目的であればやむを得ない

目的を問わず積極的に開発
するべき

わからない

無回答

26.1 

47.3 

20.7 

3.5 

18.8 

3.3 

0 20 40 60
【一般市民】 

（％）
件数=530

開発の目的を問わず農地を
守るべき

公共の利益に資する目的で
あればやむを得ない

地域経済の活性化に資する
目的であればやむを得ない

目的を問わず積極的に開発
するべき

わからない

無回答

24.7 

46.0 

34.9 

10.9 

14.7 

5.5 

0 20 40 60
【農業者】 


